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図 出力された CATの開始画面 図 CATの受験結果の表示画面
（式）
3. 英語教育への応用
ATMの各機能について、英語教育への応用を行い、その効果を検証した。英単語多肢選択出
力機能については、事前・事後テストを行い、ATMで出力した小テストの継続利用が学生の単
語力向上にもたらす効果について検証した。英文読解問題出力機能については、年生を対象と
する英文読解の2017年度前期・期末考査で利用し、その感想を担当教員から収集した。
3. 1 英単語多肢選択問題について
2017年度前期、読解の授業を受講する回生268名（11クラス）を対象に、事前・事後テスト
を行った。事前・事後テストは、ATMの英単語多肢選択問題で出力した100問で行った。事前
テストは月に、事後テストは月に実施した。事前・事後テストとも同じテストを使用した。
事前・事後テストの間には、10問ずつの多肢選択問題をATMで出力し、毎回の授業で活用した。
表と図は、事前・事後テストの結果である。表は、記述統計量の一覧で、図は、事前・
事後テストのバイオリンプロットを示している。結果より、授業時間を使った継続した学習が、
学生の英単語力の向上に寄与していることが伺える。
図 事前・事後テストの結果
表 事前・事後テストの結果
Max.Min.SDM
93
100
18
33
13.29
12.08
62.90
73.27
事前
事後
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3. 2 英文読解問題について
英文読解問題については、年生が受講する英文読解（27クラス）で、ATMで出力した読解
問題を使用して期末考査を行った。その後、担当教員（	名）へのアンケート調査を行った。
アンケート調査は、件法（：「まったくそう思わない」〜：「まったくそう思う」）を採
用した。また、自由記述の欄を設けた。
「共通読解問題の利用は、各クラスの授業到達度をそろえるために有益だ」という質問に対し
ては、（名、12.5％）、（名、37.5％）、（名、50.0％）という結果だった。「共通
読解問題の利用によって、テストの作成負担が軽減された」という問いに対しては、（名、
12.5％）、（名、87.5％）という結果だった。「共通読解問題の利用によって、教えるポイン
トが予め明らかなので、今後は、授業内容も良い方向に変わる」という問いに対しては、（
名、25.0％）、（名、62.5％）、（名、12.5％）という結果だった。以上の結果から、
ATMの導入が、担当者のテスト作成負荷を大幅に軽減し、クラス毎の到達度をAえるために有
益であった様子がうかがえる。
自由記述で特徴的であったのは、予めテストがあることで到達度が明確となり、教授内容の改
善にATMが有用である、という意見だった。また、多用な読解問題を用意することによって、
どのような点で指導が不足しているのか、各クラスを比較して検証できるようになったとする意
見も聞かれた。こうした意見は、担当クラス数の多い非常勤講師から多く聞かれた。自由記述か
らは、単に統一テストを導入して学習到達度をAえるだけではなく、測定と評価を連動させ、授
業にフィードバックすることの重要性が明らかになった。
4. まとめ
本研究では、外部テストと学部独自の英語教育の内容を加味しながら、客観的指標で英語教育
の成果を評価・検証できる到達目標型英語教育の実現を目指し ATMを開発し、英語教育へ応
用した。ATMを活用し、困難度の調整されたテスト項目から語彙問題や読解問題を自動的に生
成できる環境を整備することによって、英語教育の成果を客観的指標で評価・検証できる体制を
整えることができたことは、本研究の大きな成果である。また、問題作成に伴う教師の負担を大
幅に軽減すると共に、現在は読解の授業に限ってではあるが、英語教育の到達度をAえることが
可能になった。英語科目は同一科目で複数クラスが開講されるという他の科目にはない特徴を持
つ。同じシラバスと教科書を使いながらも、到達度をAえることがこれまで極めて困難であっ
た。担当教員間でアイテムバンクを構築し、テスト項目の改善を続け、また、その結果を授業に
還元する再帰的な授業改善サイクルを ATMを介して構築することができたことは、学内に外
部テストが導入され、教育の質保証と説明責任が求められる中で重要な成果となった。
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